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ネットワークに接続できない設備の遠隔報知

パトライト単独ソリューション

■ How To

ネットワークに接続できない設備は定期的な巡回が必要であり、異常発生しても
気づかず、生産に遅れが生じる可能性がある。また、新しくネットワーク環境を整備
するにもコストがかかりすぎるため難しい。

無線機器とインターフェースコンバータの組み合わせにより、簡単に異常発生を
ネットワークを経由しお知らせ。パトライト製品の設定のみで簡単に離れた
場所へ知らせることが可能です。リアルタイムなお知らせで、迅速な対応を支援し、
ダウンタイムを削減します。
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事務所

!

異常
発生

メールサーバ

設定事例❶「ネットワークに接続できない」

※ 機器設定にはPCが必要です。
※ メールサーバなどネットワーク環境はお客様でのご用意が必要です。
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ワイヤレスコントロールユニット
PWSシリーズ送信機

送信機

受信機

インターフェース
コンバータ
NBM-D88

屋外約350m・屋内約100mの
長距離通信が可能

MP3再生
ネットワーク
監視表示灯
NH-FVシリーズ

異常
発生

https://www.patlite.co.jp/support/pdf/NBM_NH-Setting1.pdf



設定⼿順①「ネットワークに接続できない設備の遠隔報知」
NBM-D88N:TRAP送信・メール送信・デジタル⼊⼒設定
NHL-3FV2-RYG:IPアドレス変更・TRAP受信設定

■概要
ワイヤレスコントロールユニット PWSからの接点信号 ʻOＦＦʼ と ʻＯＮʼ を
インターフェースコンバーター NBMへ⼊⼒し
接点 ʻOFFʼ は、設備動作中として、ネットワーク監視表⽰灯 NH-FV ʻ緑ʼ 点灯
接点 ʻONʼ は、設備停⽌として、 ʻ⾚ʼ 点灯+ʻ緑ʼ 消灯 させ、
特定のアドレスにメール送信を⾏う。

■設定内容
●NBM型設定
Step1:Web設定画⾯ログイン
Step2:動作設定・SNMP設定
Step3:メール送信設定・メール送信内容設定
Step4:デジタル⼊⼒設定(ON-OFF状変時の動作設定)

●NH-FV型設定
Step5:Web設定画⾯ログイン・IPアドレス変更
Step6:TRAP受信設定



■Step1 NBM型のWeb設定画⾯にログインします。

初期IPアドレス:「192.168.10.1」
を⼊⼒

初期パスワード「patlite」を⼊⼒



■Step2 「NBM-D88N」の動作設定を⾏います。
TRAP送信設定をするため
セットアップ 「SNMP設定｣をクリックします。

「SNMP設定」をクリック



］③ 管理室にある NHL-3FV2-RYGの
IPアドレス:「192.168.10.2」を設定

］① 「有効」を選択

●NBM型 TRAP送信を設定します。
①TRAP送信機能を「有効」にする
②送信TRAPコミュニティが「public」に設定されていることを確認する
③TRAP送信アドレスにネットワーク監視表⽰灯 NH型のIPアドレスを⼊⼒する。
④「設定」を押す。

］④ 「設定」

］② 「public」と⼊⼒



■Step3 NBM型メール送信設定を⾏います。
①セットアップ項⽬ 「システム設定｣をクリックします。

「システム設定」をクリック

メールサーバーの設定に合わせて
デフォルトゲートウェイ・DNSサーバーの設定を⾏います。



●NBM型メール送信設定を⾏います。
②システム設定 「メール送信設定｣をクリックします。

「メール送信設定」をクリック

］①サーバー名 ʻsmtp.gmail.comʼ ⼊⼒

●ʻGmailʼを活⽤した、メール送信設定例

］⑦送信元アドレス⼊⼒
ここに⼊⼒された
メールアドレス名で配信されます。

］②ポート番号 ʻ587ʼを⼊⼒
］④ 暗号化 ʻTLSʼ 選択

③ʻSMTPʼ選択

］⑤ gmailに登録したアカント名
もしくは、使⽤しているアカント名を⼊⼒

］⑧送信先アドレス⼊⼒

⑥ gmailに登録したパスワード
もしくは、使⽤しているパスワードを⼊⼒

］⑨設定クリック※メール送信先は、8件まで設定することが可能です。



●メール送信内容を設定する。
③システム設定 「メール送信設定｣をクリックします。

「メール内容設定」をクリック

※メール題名、本⽂はそれぞれ16件まで設定することが可能です。

●メール送信内容設定例



■Step4 NBM型「デジタル⼊⼒設定」を⾏います。
接点1 ʻOFFʼ は、設備動作中として、ネットワーク監視表⽰灯の ʻ緑ʼ 点灯させる
接点1 ʻONʼ は、設備停⽌として、 ネットワーク監視表⽰灯の ʻ⾚ʼ 点灯 ʻ緑ʼ 消灯させる
設定を⾏います。

「デジタル⼊⼒設定」をクリック

INPUT １ へ接点信号接続

参考

NBM-D88N 背⾯端⼦台
デジタル⼊⼒ ʻ１ʼ へ接点信号接続

⼊⼒端⼦台に接続する信号線の電流、電圧が
以下の定格値を超えないようにして下さい。

INPUT １〜8（NPN仕様）
出⼒ＯＮ電流 6mA以下／ポート
ＯＦＦ時端⼦電圧 24V



］③ 「有効」「題名」「本⽂」を選択

］⑤ 「有効」を選択

］⑥ 「設定」

●NBM型 デジタル⼊⼒設定画⾯(ON状変時の動作設定)
①⼊⼒番号を選択する
②「有効」「A接点」「状変」を選択する
③メール送信を「有効」「題名」「本⽂」を選択する
④ 「メール送信先」にチェックを⼊れる
⑤TRAP送信を「有効」にする
⑥「設定」を押す

②「有効」「A接点」「状変」を設定

］① 「⼊⼒番号」を選択

④ 「メール送信先」にチェック



●NBM型 デジタル⼊⼒設定画⾯(OFF状変時の動作設定)
①メール送信を「有効」「題名」「本⽂」を選択する
② 「メール送信先」にチェックを⼊れる
③TRAP送信を「有効」にする
④「設定」を押す

② 「メール送信先」にチェック

］① 「有効」「題名」「本⽂」を選択

］③ 「有効」を選択

］④ 「設定」



■Step4 NH-FV型のWeb設定画⾯にログインします。

初期IPアドレス:「192.168.10.1」
を⼊⼒

初期パスワード「patlite」を⼊⼒



■Step4
NHL-3FV2-RYGのIPアドレスを変更。
セットアップ画⾯「システム設定｣をクリック。

「システム設定」をクリック

①⼯場出荷時のIPアドレス:192.168.10.1から
IPアドレス:192.168.10.2 へ変更

②「設定」を押す

］① 「192.168.10.2」 設定

］② 「設定」



■Step5
NHL-3FV2-RYGの動作設定を⾏います。
「TRAP受信設定｣をクリックします。

「TRAP受信設定」をクリック



●設備停⽌時（接点⼊⼒ʻONʼ時）のTRAP受信設定を⾏います。
①TRAP受信設定の番号を選択。
②接点信号が⼊⼒されるNBM型のIPアドレスを⼊⼒。
③NBM型から送信されるTRAP番号を⼊⼒。今回の場合、NBM型のデジタル⼊⼒1がʼONʼになった状態なので
「1.3.6.1.4.1.20440.4.4.1.1.1.1」を⼊⼒。(詳細は、NBM型取扱説明書 5.MIBを参照)

④NH-FV型の点灯パターンを設定。
⑤「設定」を押す。

］⑤ 「設定」

④ NH-FVの点灯パターンを設定する

］① 「⼊⼒番号」を選択

］② NBM型のIPアドレスを⼊⼒
］③ NBM型から送信されるTRAP番号を⼊⼒



●設備停⽌時（接点⼊⼒ʻOFFʼ時）のTRAP受信設定を⾏います。
①TRAP受信設定の番号を選択。
②接点信号が⼊⼒されるNBM型のIPアドレスを⼊⼒。
③NBM型から送信されるTRAP番号を⼊⼒。今回の場合、NBM型のデジタル⼊⼒1がʼOFFʼになった
状態なので「1.3.6.1.4.1.20440.4.4.1.1.2.1」を⼊⼒。(詳細は、NBM型取扱説明書5.MIBを参照)

④NH-FV型の点灯パターンを設定。
⑤「設定」を押す。

］⑤ 設定

④ NH-FVの点灯パターンを設定する

設定完了

］① 「⼊⼒番号」を選択

］② NBM型のIPアドレスを⼊⼒
］③ NBM型から送信されるTRAP番号を⼊⼒
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